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関数近似において有効な手段として補間がある．例えば xy平面で，(x0; y0)，¢ ¢ ¢ , (xn; yn) と
いったデータ点が与えられたとする．データ以外の点ではどこを通るのか分からない．このと
き，これらのデータ点を通るような関数を与えてデータ点で与えられているx座標以外の xの
値における yの値を近似することを補間という．また，この近似関数が多項式であるならばこ
の多項式のことを補間多項式と呼ぶ．データ点の x座標を標本点と呼ぶが補間多項式では標本
点が相異なるものだけでなく標本点が重複を認める場合の補間多項式も考えることができる．
この条件をみたす補間多項式をHermite補間多項式と呼ぶ．今回，Hermite 補間多項式を用い
て 2点テイラー展開について考えた．与えられた関数が標本点 aで無限回微分可能な時，標本
点 aについてのHermite補間多項式は x = aを中心とするテイラー多項式になることがわかっ
た．これを基に，2点テイラー展開可能である定義を考え，2点テイラー展開可能な関数の特徴
づけを今回研究した．
今回の特徴づけに取り組むにあたっていくつかの準備を行った．まず，標本点が相異なる場
合の補間多項式の存在と一意性をまとめ，補間多項式の表現形式として Lagrange形式を述べ
た．与えられた関数と標本点に対して差分商の定義を述べ，それを基に補間多項式の別の表現
形式であるNewton形式を導入した．さらに，標本点が重複を認める場合の補間多項式である
Hermite補間多項式についても存在と一意性を紹介し，与えられた関数とHermite補間多項式
との誤差をいくつかの形式で述べた．
以上を用いて今回 2点テイラー展開について取り組んだ．まず，テイラー展開とHermite補
間多項式の関係について述べ，それを基に 2点テイラー展開可能な関数の定義をして，次の 2
つの結果を示した．
(1) 1点テイラー展開可能な関数が 2点テイラー展開可能である．
(2) x = 0と x < 0の範囲でそれぞれ異なる 2つの多項式を用いた関数を考え，
この関数が x = 0で連続である場合，2点テイラー展開可能である．
本論文の最後に今後の課題と，今回の数値実験の際に用いたMapleのプログラムリストを記
載した．
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